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校が認可され、地名スクールが新設された。尋常科 4 年、高等科 3 年の 7 年制を基本にす
るとしながらも、高等科のみの高校も認めるとしたことで、従来通り 3 年制を踏襲する高
校が多かった。公・私立もあわせ 38 校を数えた。内訳は、ナンバースクール 8 校、地名
スクール 18 校、帝国大学予科 3 校、7 年制高等学校 9 校である。19 年に春入学に移行し
た。
　1942 年には戦時体制下で、修業年限が 6 カ月間短縮され、1943 年の高等学校令ではさ
らに 2 年に短縮、徴兵猶予が停止され、学徒出陣となった。1948 年には新制大学・新制






























































セイの本を 2 冊残している。そこでは彼は旧制高校を Vorhochschule と呼んでいる。つ















　旧制高知高等学校は文科に甲類が 2 組、乙類が 1 組で、理科は甲類、乙類にそれぞれ 1
組ずつあった。同窓生の談によると、文甲では年間、第一外国語の英語は 270 時間、第二
外国語のドイツ語が 90 時間、文乙では第一外国語のドイツ語が 330 時間、第二外国語の
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　旧制台北高等学校でも上演されている。1931 年 10 月の高校記念祭で四幕ものとして、
また 1937 年の第 10 回記念祭において「演劇の夕べ」として 5 月 22 日、23 日に高校講堂
で再度、上演されている。『台高』という高校の新聞部雑誌の第 4 号にはこのときの上演
にあたって、著者のマイヤー = フェルスターの紹介と上演舞台の写真、劇評が出ている。
また『台湾日日新報』（1937 年 5 月 17 日）にその記事が出ている。ちなみに台湾では新劇
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1980 年。
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イデルベルク』（郁文堂、大正 14 年、昭和 5 年訂正、第 4 刷）が出ている。








































































































































39　 G. ボーナーの『日本での一年』に、3 月 29 日に、「西村」という高校の卒業生が訪ねてきたことが触
れられている。高知高等学校第 1 回生（大正 15 年 3 月卒業）で文科乙類の 32 名の内の一人の「西村
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　依岡隆児
　342
身者たちがここに「アルト・ハイデルベルク」を見出したように、西洋風に制度化されな
がらも土着化した青春の場が新しい故郷となる可能性も秘めていたのではないだろうか。
　おわりに
　以上みてきたように、ドイツからの影響を強く受けて、旧制高校では「青春」概念が新
たに形成・加工され、ある種の型を作り上げたのである。ドイツの小説・演劇が、急速な
近代化の中で日本の若者が抱いたアイデンティティの不安と制度の間で揺れる心情に触れ、
共感を呼び、青春という概念に独特の色をもたらしたといえる。また一方では、近代化で
失われていった「ふるさと」の代用として、精神の拠り所とされた。たしかにこの「青
春」「ふるさと」概念は脱俗的純潔主義ゆえに、土地から血へのつながりを求めるナショ
ナリズム的傾向にもつながっていったが、また他方で、開かれた愛郷心が新たなアイデン
ティティのあり方を示唆していたとも考えられる。旧制高校におけるこうした開かれたア
イデンティティの可能性を探っていくことが今後の課題となるだろう。
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